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大安
吉日　

セ
ン
バ
ツ
高

校
野
球
が
２
年

ぶ
り
に
開
幕

し
、
休
み
の
日

は
朝
か
ら
テ
レ

ビ
で
白
球
の
行
方
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
▼
私
は
、
１
９
７

０
年
第
52
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
に
東
海
大

学
付
属
相
模
高
等
学
校
の
１

年
生
と
し
て
甲
子
園
の
土
を

踏
み
ま
し
た
。
１
０
０
人
を

超
え
る
部
員
の
中
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
勝
ち
と
ろ
う
と
名
将

原
貢
監
督
の
下
厳
し
い
練
習

に
耐
え
、
仲
間
と
苦
楽
を
共

に
し
た
の
は
良
い
思
い
出
で

す
▼
当
時
監
督
が
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
「
世
の
中
に

出
た
時
に
頼
ら
れ
る
人
に
な

れ
」
は
私
が
大
切
に
し
て
い

る
言
葉
の
ひ
と
つ
で
す
▼
社

会
に
出
て
外
構
を
専
門
と
す

る
職
人
に
な
り
、
組
合
に
加

入
し
ま
し
た
。
50
歳
を
過
ぎ

た
こ
ろ
大
病
を
患
い
ま
し
た

が
建
設
国
保
に
入
っ
て
い
た

お
か
げ
で
、
お
金
の
心
配
を

す
る
こ
と
な
く
66
歳
の
現
在

で
も
現
役
バ
リ
バ
リ
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
▼
組
合
に

入
っ
て
よ
か
っ
た
経
験
を
多

く
の
仲
間
に
伝
え
た
い
と
、

支
部
の
組
織
部
長
を
仰
せ
つ

か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
▼

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
月
間
は
訪

問
行
動
に
も
制
約
が
あ
り
、

思
う
よ
う
な
世
話
焼
き
活
動

が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も

仲
間
の
も
と
を
訪
れ
る
の
は

原
監
督
の
言
葉
「
頼
ら
れ
る

人
に
な
れ
」
が
心
に
あ
る
か

ら
か
も
知
れ
ま
せ
ん
▼
わ
が

校
が
優
勝
し
た
あ
の
年
か
ら

51
年
。
多
く
の
仲
間
を
牽
引

し
、
あ
の
感
動
を
組
合
活
動

で
も
再
び
味
わ
い
た
い
。

大
和
支
部　

髙
橋
勉

新型コロナ対策・ＣＣＵＳ新型コロナ対策・ＣＣＵＳ
仕事と生活の相談は仕事と生活の相談は
神奈川土建の各支部へ神奈川土建の各支部へ

建設アクションが中小企業庁と交渉

県
内
18
の
税
務
署
に
集
団
申
告

　

消
費
税
10
％
増
税
に
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
深
刻
な
影
響
が
広
が
る
な

か
、
今
年
で
52
回
目
と
な
る

３
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一

行
動
が
３
月
12
日
、
全
国
各

地
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
行
動
は
、
重
い
税
負
担

と
過
酷
な
徴
収
に
反
対
し
、

納
め
る
べ
き
税
額
は
自
分
で

計
算
し
、
申
告
す
る
と
い
う

申
告
納
税
制
度
の
擁
護
・
発

展
を
め
ざ
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。「
消
費
税
は
せ
め
て
５
％

に
引
き
下
げ
、景
気
回
復
を
」

「
国
は
営
業
を
守
る
コ
ロ
ナ

対
策
を
と
れ
」「
税
金
は
大

儲
け
し
て
い
る
大
企
業
か
ら

取
れ
」
と
、
集
会
や
デ
モ
行

進
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
税
務
署

へ
の
集
団
申
告
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
通

せ
な
い
う
ち
に
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
申
請
受
付
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
売
上

１
千
万
円
以
下
の
免
税
点
は

実
質
意
味
を
失
い
、
一
人
親

方
を
含
め
す
べ
て
の
事
業
者

に
納
税
義
務
を
負
わ
せ
る
こ

と
、
そ
の
事
務
負
担
が
大
き

い
こ
と
、
中
小
零
細
事
業
者

に
さ
ら
な
る
負
担
を
押
し
付

け
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

神
奈
川
土
建
か
ら
は
、
９

３
１
人
が
参
加
し
、
県
内
18

の
税
務
署
に
集
団
申
告
し
ま

し
た
。

政
府
高
官
の
高
額
接
待
に
腹
が
立
つ

　

こ
の
日
、
川
崎
南
税
務
署

へ
の
集
団
申
告
に
参
加
し
て

確
定
申
告
を
済
ま
せ
た
ば
か

り
の
板
垣
さ
ん
は
「
少
し
前

ま
で
は
仕
事
で
頑
張
っ
た
分

は
収
入
も
見
越
せ
た
け
ど
、

今
は
頑
張
っ
た
分
が
税
金
で

持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
う
感

じ
が
す
る
」
と
言
い
、
宮
下

さ
ん
は
「
お
金
持
ち
に
ば
か

り
お
金
が
集
ま
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
の
は
間
違
っ

て
い
る
。
こ
ん
な
に
必
死
に

税
金
払
っ
て
い
る
の
に
、
そ

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
工
事
の

延
期
や
減
少
に
、
仲
間
か
ら

不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
国
は
持
続
化
給
付
金
と

家
賃
支
援
給
付
金
を
１
か
月

延
長
し
た
も
の
の
２
月
15
日

に
打
ち
切
り
、
そ
の
後
の
対

策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

４
土
建
を
は
じ
め
建
設
関

係
の
労
働
組
合
で
つ
く
る

「
２
０
２
０
建
設
ア
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
」
は
３
月
５

日
、中
小
企
業
庁
と
交
渉
し
、

持
続
化
・
家
賃
支
援
給
付
金

の
再
給
付
や
、「
一
時
支
援

金
」
の
建
設
業
へ
の
拡
充
な

ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

中
企
庁
担
当
者
は
、
一
時

て
支
援
し
て
い
く
、
関
係
省

庁
と
連
携
し
て
、
建
設
業
に

対
し
て
で
き
る
こ
と
を
検
討

す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

再
度
の
給
付
金
を
盛
り
込

ん
だ
野
党
が
共
同
提
出
し
た

予
算
組
み
替
え
案
の
実
現
に

期
待
が
た
か
ま
り
ま
す
。

支
援
金
に

つ
い
て

「
建
設
業

を
対
象
外

と
は
し
て

い
な
い
」

と
し
ま
し

た
が
、
時

短
営
業
、

外
出
自
粛

に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が
減
っ

た
事
業
者
が
対
象
だ
と
も
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
フ
ロ
ア
か

ら
建
設
業
従
事
者
の
窮
状
と

支
援
を
求
め
る
発
言
が
あ
い

つ
ぎ
、
中
企
庁
担
当
者
は
、

「
み
な
さ
ん
の
声
を
踏
ま
え

中小企業庁担当者に要請書を手渡す東京土建・中村委員長
（中央）と神奈川土建・益田委員長（左）

仲間の実情を訴える今井書記長

再給付再給付とと拡充求拡充求めめ

の
税
金
で
雇
わ
れ
て
い
る
公

務
員
や
政
府
高
官
が
高
額
な

接
待
を
受
け
て
る
の
は
腹
が

立
つ
」
と
不
公
平
に
憤
り
ま

す
。

　

宮
下
さ
ん
は
「
申
請
書
の

作
成
や
消
費
税
の
計
算
な
ど

本
当
に
複
雑
で
、
組
合
の
税

金
相
談
に
は
毎
年
助
け
ら
れ

て
い
ま
す
」
と
、
ま
ず
は
確

定
申
告
を
終
え
、
ほ
っ
と
し

た
様
子
で
し
た
。

コロナ禍の集団申告の様子

申告を終えた川崎支部の左から坂垣さん、宮下
さん、鈴木さん

今
こ
そ
消
費
税
引
き
下
げ
を

今
こ
そ
消
費
税
引
き
下
げ
を

第
52
回
３
・
13
重
税
反
対
全
国
統
一行
動

「消費税率を５％に引き下げ、生活と営業を守れ」と川崎南税務署
に向かう川崎支部の仲間

　３月26日午前、逗子市役所
において「災害時における災
害復旧の協力に関する協定」
締結式を行いました。式には、
桐ケ谷逗子市長と神奈川土建
鎌倉逗子葉山支部、湘南建設
が出席し、３者連名での締結
となりました。
逗子市長から「急傾斜地が多
く、がけ崩れが多い逗子市で

は、ひとたび大規模災害が発生したら被害が甚大なもの
になってしまう。人々の記憶に残る近年の大災害である
東日本大震災から10年がたつ節目のこの年に市民の安心
と安全を確保する為に協定をする」と、地元の中小建設
業従事者への大きな期待が述べられました。
　神奈川県内の各自治体と地元建設組合との「災害時協
定」の締結は、12市１町となりました。

調印した協定書を手にす
る桐ケ谷覚逗子市長（中
央）と鎌倉逗子葉山支部・
真喜志康正委員長（左）

逗子市と災害時協定を締結
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西
相
支
部
の
現
場
訪
問
に
は
４
人
が
参

加
し
、
４
か
所
の
現
場
を
訪
問
。
２
現
場

で
懇
談
・
要
請
を
行
い
、
賛
同
書
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

松
田
町
立
松
田
小
学
校
建
設
工
事
（
前

田
建
設
Ｊ
Ｖ
）
で
は
、
現
場
所
長
の
則
武

さ
ん
（
50
代
後
半
）
と
若
手
副
所
長
が
大

変
丁
寧
に
応
対
し
て
く
れ
ま
し
た
。
キ
ャ

リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
ポ
ス
タ
ー
が
事
務

所
壁
に
大
き
く
貼
ら
れ
て
い
て
、「
カ
ー

　

横
浜
支
部
は
現
場
訪
問
行
動
を
行
い
、

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
６
現
場
を
訪
問

し
、
民
間
１
現
場
、
公
共
１
現
場
の
２
か

所
で
聞
き
取
り
が
で
き
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
現
場
も
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て

検
温
器
と
ア
ク
リ
ル
板
、
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
が
完
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
場
復
帰

の
基
準
に
つ
い
て
も
県
や
日
建
連
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
適
正
に
運
用
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
現
場

で
あ
る
西
松
建
設
民
間
の
現
場
で
は
近
く

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
設
置
を
予
定
す
る
と
の

こ
と
。
一
方
、
公
共
現
場
の
馬
淵
建
設
で

は
、
所
長
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
状
況
で

し
た
。

　

建
退
共
は
、
西
松
は
入
場
時
に
確
認
し

各
支
部
事
務
所
で
も
登
録
受
付
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

山
北
町
の
流
通
セ
ン
タ
ー
建
屋
新
築

（
大
和
ハ
ウ
ス
）
の
現
場
で
は
、
所
長

の
椎
名
さ
ん
（
40
代
前
半
）
と
30
分
ほ

ど
懇
談
で
き
ま
し
た
。
週
休
２
日
制
の

話
か
ら
若
手
建
設
労
働
者
の
賃
金
に
つ

い
て
、「
日
給
の
人
が
多
い
か
ら
土
日

休
み
に
な
っ
て
賃
金
が
目
減
り
す
る
の

は
分
か
る
。
日
額
単
価
を
増
や
し
て
あ

げ
た
い
が
、
他
社
も
足
並
み
そ
ろ
え
て

増
や
さ
な
け
れ
ば
。
そ
れ
は
競
争
な
の

で
…
」
と
、
一
定
の
理
解
を
示
し
ま
し

た
。
大
和
ハ
ウ
ス
で
は
４
月
か
ら
一
律

ど
こ
の
現
場
で
も
『
４
週
８
閉
所
』
と

す
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
場
訪
問
し
、懇
談
す
る
中
で
、キ
ャ

リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
は
確
実
に
浸
透
し

て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
西
相
支
部
・
武
藤
尋
晴
】

西
相
支
部
現
場
訪
問
行
動

大
和
ハ
ウ
ス
は
４
月
か
ら「
４
週
８
閉
所
」へ

横
浜
支
部
現
場
訪
問
行
動

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
建
退
協
の
状
況
な
ど
聞
き
取
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
で
取
組
ま
れ
た

２
０
２
０
年
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、常
用
労
働
者（
日

給
月
払
い
）
の
賃
金
日
額
平
均
は
17
，
３
０
９
円
（
前
年

度
17
，
０
２
６
円
）
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
１
・
６
％
、

２
８
４
円
の
微
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
状

況
は
近
年
変
わ
り
ま
せ
ん
。

賃
金
は
微
増
傾
向
が
続
く
が
、設
計

労
務
単
価
と
の
か
い
離
は
縮
ま
ら
ず

（
２
０
２
０
年
10
月
・
神
奈
川
土
建
調
査
）

経
験
と
技
能
が
反
映
さ
れ
る

仕
組
み
作
り
が
課
題

　

国
交
省
が
２
０
２
１
年
２

月
19
日
に
発
表
し
た
公
共
工

事
設
計
労
務
単
価
の
神
奈
川

県
内
全
職
種
平
均
は
26
，４

８
５
円
と
な
っ
て
お
り
、
常

用
労
働
者
（
日
給
月
払
い
）

と
の
賃
金
比
較
は
、
依
然
９

千
円
以
上
開
き
が
あ
り
ま

す
。
国
交
省
は
２
０
１
２
年

か
ら
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
を
８
，６
１
９
円
増
（
＋

48
・
２
％
）（
神
奈
川
県
内
の

全
職
種
平
均
）
引
き
上
げ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
影
響
は
限

定
的
で
あ
り
、
組
合
の
常
用

労
働
者（
日
給
月
払
い
）の
賃

金
は
、２
０
１
２
年
か
ら
２
，

８
３
６
円
増
（
＋
19
・
５
％
）

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
常
用
労
働
者
と
神
奈
川

県
全
産
業
労
働
者
の
年
代
別

年
収
比
較
で
は
、
組
合
員
の

55
〜
59
歳
代
年
収
で
、
最
大

２
２
７
万
円
も
の
差
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
状
況
は
、建

設
産
業
が
抱
え
る
大
き
な
問

題
で
す
。
経
験
と
技
能
が
賃

金
に
反
映
さ
れ
ず
、
市
場
の

影
響
を
受
け
る
結
果
、
ど
の

年
代
に
お
い
て
も
、
現
場
労

務
費
は
一
律
単
価
の
ま
ま
で

す
。

組
合
員
要
求
賃
金

年
収
８
５
０
万
円
の
実
現
を

　

一
方
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
や

住
宅
企
業
の
経
営
状
況
は
、

直
近
の
決
算
状
況
で
先
行
き

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

る
年
収
８
５
０
万
円
は
決
し

て
高
望
み
す
る
賃
金
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
手
企
業
の
利

益
を
現
場
で
働
く
技
能
者
に

還
元
さ
せ
、
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
用
い

技
能
・
経
験
が

反
映
さ
れ
る
賃

金
水
準
を
確
保

し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
本
結
果
は
２
０

２
０
年
10
月
の
賃
金
状
況
結

果
で
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
い
ま
だ
に
続
く
２
０

２
１
年
は
、
賃
金
が
減
少
し

て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

神
奈
川
土
建
で
は
、
組
合

員
の
生
活
・
仕
事
を
守
る

様
々
な
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
組
合
を
大

き
く
し
、
企
業
、
自
治
体
へ

要
求
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

公共工事設計労務単価

組合員常用労働者賃金

て
い
る
と
の
回
答
。
馬
淵
は
公
共
工
事

な
の
で
入
場
の
条
件
に
し
て
お
り
、
貼

付
は
申
告
制
。
グ
リ
ー
ン
サ
イ
ト
等
で

確
認
し
て
い
る
と
話
し
ま
し
た
。

　

週
休
２
日
の
対
応
で
は
西
松
で
は
４

週
６
閉
所
、
馬
淵
で
は
４
週
８
閉
所
を

目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
が
、
休
ん
だ
ぶ
ん
の
賃
金
の
補
償

の
面
で
は
ま
だ
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

【
横
浜
支
部
・
武
藤
義
則
】

2020年
賃金アンケート

報告

第50年度役員選挙告示
　神奈川土建一般労働組合役員選考規定に基づき、第50年度中
央役員選挙の立候補受付を下記の通り実施する。
　立候補する者は、所定の用紙に必要事項を記入し、４月16日
（金）午前９時から４月26日（月）正午までに選挙管理委員会（神
奈川土建本部）に届け出るものとする。但し、立候補受付は９
時から17時までとし、土日、祝日の受付は行わない。

記
１、第50年度中央役員定数
　　□中央執行委員長　　１人　　□中央副執行委員長　４人
　　□書記長　　　　　　１人　　□書記次長　　　　　４人
　　□常任中央執行委員　10人　　□中央執行委員　　　61人
　　□会計監査　　　　　３人
　なお、役員定数は第608回神奈川土建一般労働組合中央執行委
員会の決定に基づくものである。

2021年４月１日　選挙管理委員長　大﨑　宏

神奈川土建一般労働組合
第50回定期大会告示

　組合規約第４章第16条に基づき、神奈川土建一
般労働組合第50回定期大会を告示する。

記
１、日　時　2021年５月９日（日）午前10時00分から
１、会　場　神奈川県大磯町「大磯プリンスホテル」
１、議　題　①昨年度の経過報告・決算報告
　　　　　　②新年度の運動方針・予算案
　　　　　　③新年度の役員選出、その他
１、代議員　 2021年１月人員250人につき１人。

但し、端数は四捨五入する。

　　　　　　 2021年４月１日
 中央執行委員長　益田　修次

依
然
高
水
準
の
利
益

率
と
な
っ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
、

大
手
ス
ー
パ
ー
５
社

の
職
員
平
均
年
収

は
、
東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
調
査
に
よ
る

と
、
１
０
４
９
・
９

万
円
、
準
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
10
社
の
職
員
平

均
年
収
は
８
８
８
・

６
万
円
と
な
っ
て
お

り
、
組
合
が
要
求
す

ド
リ
ー

ダ
ー
を
設

置
し
て
る

け
ど
、
職

人
さ
ん
あ

ま
り
持
っ

て
な
い

ね
」
と
対

話
。
神
奈

川
土
建
の

マスク・ティッシュ・チラシの3
点セット配布で現場前宣伝（川崎
駅西口開発計画・大成建設現場前）
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川
崎
北
税
務
署

 

大
企
業
に

 

社
会
的
責
任
を

藤
沢
税
務
署

 

仲
間
と
申
告
は
安
心

横
浜
南
税
務
署

 

申
告
を
政
治
・

 

税
制
考
え
る
機
会
に

相模原支部

鎌倉逗子
葉山支部

　

重
税
反
対
川
崎
市
民
集
会
は
「
テ
ク
ノ

か
わ
さ
き
」
で
行
わ
れ
、
７
団
体
76
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
様
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
屋
外

で
の
集
会
。
受
付
時
に
参
加
者
全
員
が
体

温
チ
ェ
ッ
ク
し
小
林
執
行
委
員
長
の
司
会

で
開
会
し
ま
し
た
。

　

中
原
民
商
の
飯
尾
事
務
局
長
か
ら
税
務

署
交
渉
の
報
告
が
。
来
賓
の
神
奈
川
労
連

山
田
事
務
局
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
危
機
的

状
況
の
労
働
者
が
多
数
い
る
反
面
、「
莫

大
な
内
部
留
保
を
た
め
続
け
る
大
企
業
に

対
し
、
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
川
崎
北
税
務
署
へ
デ
モ
行
進

し
、
集
団
申
告
し
ま
し
た
。

 

【
川
崎
中
央
・
松
田
裕
輔
記
】

　

長
浜
公
園
で
の
集
会
に
は
横
浜
中
央
支

部
か
ら
19
人
が
参
加
、
全
体
で
約
１
１
０

人
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。
集
会
後
、
横
浜

南
税
務
署
に
移
動
し
集
団
申
告
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
デ
モ
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
集
会
を
し
て
集
団
申
告

す
る
こ
と
で
、
確
定
申
告
を
政
治
や
税

制
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

 

【
横
浜
中
央
支
部
・
岩
田
照
幸
記
】

　

毎
年
参
加
し
て
い
る
集
団
確
定
申

告
。
今
年
で
何
回
目
か
し
ら
。

　

以
前
夫
の
申
告
書
を
提
出
す
る
と
窓

口
で
『
代
理
人
の
方
が
提
出
で
す
の
で

委
任
状
は
あ
り
ま
す
か
？
』
と
聞
か
れ

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
が
、
仕
事
で
行
け

な
い
夫
の
代
わ
り
に
妻
の
私
が
来
て
も

言
わ
れ
る
な
ん
て
。
で
す
が
み
ん
な
で

並
ん
で
申
告
す
れ
ば
安
心
！

　

行
き
な
れ
な
い
税
務
署
も
仲
間
が
近

く
に
い
る
か
ら
落
ち
着
い
て
対
応
で
き

る
し
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
ら
書
記
も
い

る
。
だ
か
ら
私
は
今
年
も
来
年
も
集
団

申
告
に
参
加
し
ま
す
。

　
【
湘
南
支
部
・
大
庭
遠
藤
分
会
・

 

佐
々
木
秀
子
さ
ん
】

重
税
ノ
ー
！

 

集
団
申
告
各
地
で

組
合
通
じ
て

同
級
生
と
法
人
設
立

も
の
づ
く
り
の

　

楽
し
さ
を
実
感

地
域
交
流
授
業
に
分
会
が
協
力

横
浜
鶴
見
支
部

フードドライブ
 始めました

訪問・対話のきっかけに

　

昨
年
、
法
人
を
設
立
し
、

今
回
が
個
人
事
業
主
と
し
て

は
最
後
の
確
定
申
告
に
取
り

組
む
吉
﨑
健
太
郎
さ
ん
と
加

藤
大
介
さ
ん
は
、
上
溝
分
会

に
所
属
し
、
住
宅
設
備
の
仕

事
を
し
て
い
る
高
校
時
代
の

同
級
生
で
す
。
二
人
に
、
神

奈
川
土
建
の
魅
力
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

  

組
合
に
救
わ
れ
た
人 

  

多
い
は
ず
で
す
よ

　

二
人
は
昨
年
、
売
上
が
減

少
し
た
時
期
に
す
ぐ
に
組
合

に
持
続
化
給
付
金
の
相
談
に

行
き
ま
し
た
。
事
務
所
の
窓

　

逗
子
第
一
分
会
（
藤
原
克

史
分
会
長
）
は
、
逗
子
市
内

左から加藤さん、中間書記、吉﨑さん。2人の家族とともに

三浦執行委員（左）、堀内さん（右）

職人さんに指導を受ける児童たち

川崎北税務署へ向かう川崎中央支部の仲間

旗持が佐々木さん 集会に参加する横浜中央支部の仲間

子どもたちに講演をする千葉・支部副委員長

口
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
マ
ホ

か
ら
、
確
定
申
告
書
を
写
メ

し
て
貼
り
付
け
た
り
、
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
売
上
簿
を

作
成
し
た
り
、
そ
の
場
で
手

続
き
が
全
て
終
わ
り
ま
し

た
。「
組
合
に
入
っ
て
い
な

い
人
は
、
や
り
方
が
わ
か
ら

な
い
か
ら
と
申
請
し
な
か
っ

た
と
い
う
人
が
い
ま
す
」
と

吉
﨑
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
組

合
に
救
わ
れ
た
人
は
、
た
く

さ
ん
い
る
は
ず
で
す
よ
」
と

加
藤
さ
ん
。

　

二
人
で
立
ち
上
げ
た
㈱
大

吉
総
建
も
設
立
か
ら
適
用
除

外
、
決
算
ま
で
組
合
を
活
用

し
て
い
ま
す
。「
組
合
は
会

社
に
と
っ
て
も
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
」。

の
２
つ
の
小
学
校（
逗
子
小
、

池
子
小
）
の
地
域
交
流
事
業

た
。
児
童
た
ち

は
、
苦
労
し
な

が
ら
も
、
職
人

さ
ん
の
指
導
で

設
計
図
を
描

き
、
い
ろ
い
ろ

な
道
具
を
使
っ

て
ベ
ン
チ
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か

ら
は
、「
普
通

の
授
業
で
は
で

に
協
力
し
て

「
理
想
の
ベ

ン
チ
作
り
」

を
実
施
し
ま

し
た
。
昨
年

春
か
ら
学
校

側
と
何
度
か

打
合
せ
を
重

ね
、
12
月
に

原
寸
図
作

図
、
３
月
に

ベ
ン
チ
制
作

の
授
業
を
お

こ
な
い
ま
し

き
な
い
体
験
が
で
き
た
」「
す

ご
く
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
、
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
実
感
し
た
よ

う
で
す
。
な
か
に
は
「
大
人

に
な
っ
た
ら
神
奈
川
土
建
さ

ん
に
行
っ
て
体
験
し
て
み
た

い
」
と
い
う
児
童
も
い
ま
し

た
。
先
生
か
ら
も
、「
職
人

さ
ん
の
心
意
気
や
感
性
に
も

触
れ
、
学
び
体
感
し
て
得
ら

れ
た
の
も
が
多
く
、
教
科
書

や
動
画
配
信
を
眺
め
て
い
る

だ
け
で
は
絶
対
に
学
べ
な
い

体
感
・
体
験
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
の
お
礼

の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
家
に
眠
っ
て
い
る
食
品

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
拡

大
訪
問
行
動
や
電
話
か
け
の

際
に
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
い
ち
早
く
呼
び
か
け
に

答
え
て
く
れ
た
の
は
、
シ
ニ

ア
の
会
の
堀
内
さ
ん
と
三
浦

執
行
委
員
で
し
た
。
善
は
急

げ
と「
拡
大
月
間
・
サ
ン
デ
ー

行
動
」
で
自
宅
に
訪
問
、
油

や
醤
油
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
な
ど
を

提
供
し
て
く
れ
ま

し
た
。
約
１
カ
月

の
活
動
で
20
㎏
の

食
品
が
集
ま
り
、

主
婦
の
会
の
仲
間

と
３
月
26
日
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド

バ
ン
ク
横
浜
へ
第

一
弾
と
し
て
託
し

て
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
続
く
拡

大
月
間
の
中
で
、
仲
間
や
困

窮
世
帯
の
た
め
に
組
合
と
し

て
取
り
組
め
る
こ
と
は
な
い

か
と
横
浜
市
や
社
協
が
行
っ

て
い
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

に
登
録
し
活
動
を
始
め
ま
し

た
。

仲間づくりのとりくみを仲間づくりのとりくみを
支部の魅力いかして
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技術センターだより 資格講習会のご案内

　※支部を通じ神奈川県連に申込みして下さい
●木造建築物の組立て等作業主任者技能講習
６月20日（日）21日（月）　受講料10,000円　
●職長・安全衛生責任者教育　
５月19日（水）～20日（木）　受講料16,000円
●フルハーネス型安全帯
（墜落制止用器具）使用作業特別教育
６月３日（木）　受講料8,000円　
●足場の組立て等作業従事者特別教育
６月24日（木）　受講料7,000円　
●石綿使用建築物等解体等業務特別教育
７月２日（金）　受講料3,000円　
●丸のこ等取扱い作業従事者教育
７月６日（火）　受講料6,000円
●玉掛け技能講習
５月12日（水）13日（木）16日（日）
７月14日（水）15日（木）18日（日）　
受講料28,000円（資格保持者24,000円）
●小型移動式クレーン運転技能講習
６月９日（水）10日（木）11日（金）　
受講料52,000円（資格保持者48,000円）

神奈川建設労連の講習
●フルハーネス型安全帯使用作業特別教育
（受講料：8,000円、休憩を除く６時間講習）
５月16日（日）９：00～　会場：鎌倉逗子葉山支部事務所
●足場の組み立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
６月13日（日）～14日（月）　会場：建設プラザかながわ
●職長・安全衛生責任者教育
－リスクアセスメント含む－
（受講料16,000円、休憩を除く14時間講習）
７月４日（日）～５日（月）　会場：建設プラザかながわ
●石綿作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く12時間講習）
７月24日（土）～25日（日）　会場：建設プラザかながわ
●型枠支保工の組立て等作業主任者技能講習
（受講料：10,000円、休憩を除く14時間講習）
７月24日（土）～25日（日）　会場：建設プラザかながわ
●二級建築士受験準備講座　製図
（受講料：70,000円テキスト代別途、休憩を除く全９日間36時間講習）
７月４日（日）～主に日曜日、　会場：主に建設プラザかながわ
締め切り：６月25日（金）　※最小開催定員５人　

神奈川土建の指定講習

申込み、問合せは所属支部事務所へ
☆写真２枚（縦３㎝×横2.4㎝）必要
☆公的機関の発行した身分証明書で氏名・住所・生年月日
の確認をします

☆日程変更や中止になる場合もありますのでご注意ください
☆掲載した講習は、すべて青年部マル得援助金の対象です
☆無断欠席、当日のキャンセルによる受講料の返還には応
じかねます

※作業主任者講習、職長・安責教育、準備講座、JW－
CAD等には雇用保険・一人親方労災保険加入者は保険
番号の記入と加入証のコピーの添付が必要です。

その他の提携講習機関
　 IHI技術教習所　コマツ教習所　PEO建機教習センタ
（旧：日立建機教習センタ）　エスアールエス相模教習
センター　日建学院　総合資格学院　技術技能講習
センター（New！）　等、詳細は各支部窓口にお問い
合わせください。

ま
し
た
。
実
は
高
い
と
こ
ろ

が
苦
手
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
れ
に
も
徐
々
に
慣
れ
て
き

て
、
重
い
も
の
も
以
前
よ
り

楽
に
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
日
に
２
〜
３
棟
の

足
場
を
か
け
て
お
り
、
忙
し

　

青
年
部
で
支
部
書
記
長
を

務
め
る
奈
良
坂
勇
士
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
足
場
の
職
人

に
な
っ
て
４
年
目
、
仕
事
に

も
大
分
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

前
職
は
某
有
名
フ
ァ
ー
ス

ト
フ
ー
ド
店
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
に
ブ
ラ
ッ

ク
な
そ
の
雇
用
形
態
に
精
神

的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
す
で
に
神
奈
川
土

建
に
加
入
し
て
い
た
弟
の
和

貴
さ
ん
が
心
配
し
て
「
一
緒

に
や
ら
な
い
か
」
と
声
を
掛

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
同

じ
職
場
で
働
く
よ
う
に
な
り

横
浜
西
支
部

奈
良
坂
勇
士
さ
ん

（
27
・
足
場
）

㉘

い
毎
日
で
す
が
、
完
成
し
た

足
場
を
見
た
と
き
の
達
成
感

が
や
り
が
い
で
す
。

　

仕
事
を
変
え
る
の
と
同
時

に
神
奈
川
土
建
に
加
入
し
、

併
せ
て
青
年
部
員
に
も
な
り

ま
し
た
。
飲
み
会
だ
け
で
な

く
部
会
に
も
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
一
昨
年
か
ら
書
記

長
、
延
期
に
な
り
ま
し
た
が

運
動
会
の
実
行
委
員
も
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
や
大
人
し
い
性
格
で
す

が
、
組
織
を
活
性
化
す
る
ア

イ
デ
ア
を
会
議
の
中
で
積
極

的
に
出
し
て
く
れ
ま
す
。
同

世
代
で
仕
事
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で

交
流
で
き
る
こ
と
が
青
年
部

の
魅
力
。
そ
れ
を
で
き
る
か

ぎ
り
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。「
イ
ベ
ン
ト
を
増

や
し
て
も
っ
と
青
年
部
を
盛

り
上
げ
て
、
部
員
も
増
や
し

て
い
き
た
い
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

と
か
企
画
と
し
て
面
白
そ

う
」
と
話
し
ま
す
。

　

弟
も
含
め
仲
間
と
一
緒
に

会
社
を
立
ち
上
げ
、
大
き
く

し
て
い
く
こ
と
が
将
来
の
夢

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
仕
事

の
幅
を
広
げ
、
で
き
る
こ
と

を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
こ
れ
ま
で
後
回

し
に
し
て
し
ま
っ
て
い
た
普

通
自
動
車
免
許
を
と
る
た
め

に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
教
習
所

に
通
っ
て
お
り
、
５
月
に
も

取
得
で
き
る
見
込
み
で
す
。

学
生
時
代
の
思
い
入
れ
の
あ

る
熱
海
ま
で
運
転
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
当
面
の
目

標
で
す
。内

村
克
史
通
信
員
記

完
成
し
た
足
場
を
見
た
時
の
達
成
感
が
や
り
が
い

完
成
し
た
足
場
を
見
た
時
の
達
成
感
が
や
り
が
い

脳
が
混
乱
し
ま
す

　

人
工
甘
味
料
は
食
べ
た

時
、
糖
質
が
ゼ
ロ
な
の
で

血
糖
値
は
上
が
り
ま
せ
ん

が
、
舌
で
は
甘
味
を
感
じ

る
こ
と
で
身
体
の
反
応
と

味
覚
が
一
致
せ
ず
脳
が
混

乱
し
、
食
欲
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
影
響
し
ま
す
。

さ
ら
に
常
に
甘
味
を
感
じ

続
け
る
こ
と
で
、
も
っ
と

も
っ
と
甘
い
も
の
が
欲
し

く
な
り
、
つ
い
つ
い
食
べ

す
ぎ
て
し
ま
う
と
い
う
現

象
が
起
こ
り
ま
す
。
中
毒

に
似
た
状
態
と
も
言
え
ま

す
。
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
だ
か

ら
と
頼
り
切
っ
て
摂
り
続

イ
エ
ッ
ト
食
材
と
し
て

様
々
な
食
品
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
確
か
に
上
手
に

使
う
と
血
糖
値
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
や
減
量
に
は
効
果

が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り

摂
取
し
す
ぎ
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

　

人
工
甘
味
料
は
水
に
溶

け
や
す
く
熱
に
も
安
定
し

て
い
る
た
め
扱
い
や
す

く
、
血
糖
値
を
上
げ
に
く

い
と
い
う
特
徴
か
ら
ゼ
ロ

カ
ロ
リ
ー
の
清
涼
飲
料
水

や
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
の
ア
ル

コ
ー
ル
、
菓
子
類
な
ど
ダ

け
る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

ほ
ど
ほ
ど
が

一
番
い
い

　

ど
う
し
て
も
甘
い
も
の

が
食
べ
た
い
、
飲
み
た
い

と
感
じ
た
時
に
ご
ほ
う
び

替
わ
り
に
活
用
す
る
程
度

を
お
勧
め
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
我
慢
し
す
ぎ
は
リ
バ

ウ
ン
ド
に
繋
が
る
の
で
良

く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ま

ず
は
成
分
表
で
人
工
甘
味

料
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
選
ん

で
上
手
に
活
用
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
何
事
も
ほ
ど

ほ
ど
が
一
番
で
す
ね
。

今月の
テーマ

人
工
甘
味
料
は

ほ
ど
ほ
ど
に　

市
川
可
奈
子
保
健
師
の

健
康
の

健
康
の

ス

メ
ス

●刈払機取扱作業者特別教育
５月25日（火）　受講料13,000円　
●第二種電気工事士　受験準備講座　
技能　７月１日（木）～全４回　受講料25,000円

丸
の
こ
等
取
扱
作
業
従
事
者
教
育

熟
年
も
若
年
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

　

３
月
28
日
、「
丸
の
こ
等

取
扱
作
業
従
事
者
教
育
」
を

横
須
賀
三
浦
支
部
で
40
人
の

受
講
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

型
枠
大
工
で
大
手
企
業
に
２

次
で
従
事
す
る
組
合
員
は
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
能
力

評
価
基
準（
レ
ベ
ル
２
相
当
）

を
受
け
る
為
、
従
業
員
と
一

緒
に
受
講
し
ま
し
た
。ま
た
、

初
め
て
の
受
講
者
に
講
師
が

丁
寧
に
教
え
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
能
力
評
価
で

は
35
業
種
そ
れ
ぞ
れ
に
評
価

基
準
を
設
け
て
お
り
、
こ
の

基
準
を
満
た
す
講
習
会
の
開

催
が
今
後
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
組
合
で
は
、
組
合

員
の
能
力
評
価
（
全
職
種
）

を
代
行
し
て
申
請
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
熟
年
の
技
能

者
も
、
若
年
の
技
能
者
も
ぜ

ひ
講
習
会
に
参
加
し
て
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

【
村
田
裕
樹
】




